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鉛直二次元解析による
深掘れ部成因分析

ワンドパターンの変化（数値解析結果と実際の対応）
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侵食流路縦断面形状現地観測結果

水制間浸食流路の形成過程 水路下流

勾配急変点の存在
水制間浸食流路の一例
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縦断距離

下流→
水路下流

堆積層の浸透係数が小さいほど浸食
　されづらい
潮汐振幅が大きいほど侵食進行
平均水位が堆積層表面より低いと侵　
　食は速く進行

勾配急変
点が再現

平面二次元数値解析による検討
（飽和地下水の二次元解析より伏流湧出水量を評価）

潮汐回数

水路下流

水制間浸食流路の形成過程（数値解析による検討）
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t：時間，ζ：水面高さ，K：堆積層の透水係
数，zsub：堆積層の最下面（不浸透面）の高
さ，ne：堆積層の空隙率．

主流水位低下時にも流量が存在
干潮時に流速極大

伏流水湧出
のため

水路形成に影響？数値解析による検証



１９７５年樹齢分布調査

航空写真と樹木分布の比較

１９９１年

生長錐

ワンド下流側水制背面から
上流側への植生進行 鉛直二次元数値解析等と適合

・19km地点ワンドを
対象に生長錐によ
る樹齢分布調査を
実施
・樹齢からワンド地
形変遷を検討
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木曽川19km地点
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干潮時に低温の伏流水湧出の影響

水温24時間観測・夏季

成層状態
表層：日周期変動
底層：潮汐周期変動
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の影響？



Flow

A：水制上から下流を撮影
B：マウンド上から上流を撮影
C：管理道路上から横断方向に撮影

A
B

C

ワンド表層流のペット
ボトルトレーサ観測
表層流の定性的挙動を解明

ペットボトルトレーサ

干潮時　　　　　　　　　満潮時

ビ
デ
オ
撮
影
の
方
向

観測の様子

干潮時：ワンド奥では常
に主流に向かう流れが
卓越．界面近くで循環

満潮時：界面付近で循
環流．最深部付近に小さ
な副循環流が形成．



三次元数値解析モデルによる検討（地下水＋表流水）

三次元数値解析モデル
により流況と水温変動の
再現計算

潮汐に伴うワンド
周辺の流れ

水温凡例

主
流

右図検討断面

横断面

横断面

水温

流れ（下げ潮時）

18.8km地点ワンド
(平面図)

ワンド界面のマウントによる水温トラップ等，
定性的特性が再現
定量的評価には今後さらにモデルの改良要



：観測井戸 
長
良
川

木
曽
川

ワンド周辺の伏流水挙動の模式図

ワンド周辺伏流水の挙動

本
川

陸域の単純化と短冊分け，各領域
で1次元解析を適用

潮時の伏流挙動と水位コンター
（２次元解析）

（m）

（m）

（T.P.m）

本川

モデル１：１次元モデル
　　　　　　　（地層鉛直分布を考慮）
モデル２：２次元モデル
　　　　　　　（均一層と仮定）
の２つのモデルで伏流水を検討

ワンド水交換における伏流水の寄与分の
計算値
１次元モデル：９％
２次元モデル：７％

モデル１

モデル２
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木曽川への
漏水等）
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